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芦屋大学じおける技術科教員養成の現状と課題

1.技術科教員養成コースについて

本稿では、芦屋大学（以下、本学）の技

術科教員養成課程が設置された経緯を概説

する。また、教員免許状の取得状況や教学の

課題、さらには大学院との関連について述べ

る。

本学は、昭和39(1964）年に教育学部教育

学科の単科大学として創設した。それ以降、

産業教育学科、英語英文教育科、児童教育

学科を増設し、昭和61(1986）年に技術科

教育専攻を産業教育学科内に設置した。その

後、いくつかの改組を経て平成23(2013）年

から2学部3学科となった。表1に本学で取
得できる教員免許状を示す。技術科教員養

成につし3は経営教育学科の「技術・情報科
教員養成コース（以下、本コース）」が担い、

今年で31年目を迎える。2000年頃からの教

員採用試験氷河期においては学生募集に苦

慮した時代もあったが、その問、多くの技術

藤本光司

科教員を輩出し、現職教員や教育行政、高

等教育機関で活躍している。

2.学校で求められている技術科教員の育
成に向けて

本コースの教学の特徴は、教職の課程認定

に必要な専門領域の専任教員（9名）に加え、

技術科と工業科で実務経験のある非常勤教

員（8名）－~構成している。 これら全ての担当
教員がチーム（Team技術）として、授業や

会議で連携し、多様な学生への共通理解や

採用試験合格に向けて協働している。本学で

は、 3年生から専門ゼミを開講し、学ー生の希

望（材料加工や電気、情報分野など）に応じ

て、各学生の専門性向上のために少数制ゼミ

を蓑施し、主体的で深い学びの仕上げとして

の卒業論文作成を目指して指導している。ま

た、本コースは、1年生後期から、 「設計・製

図jと「加工材料の特性Jの2科目を開講し

表1 芦屋大学で取得できる教員免許状

学部名 学科·~ 中学校免許 高島等学校免許 幼・小学校等免許

社会〈一種｝ 地歴‘公民（-.f重〉

教育学科
芙ヨH一種〉 英語E一種｝

保健体膏f一種｝ 謀健体膏【ー纏】

臨床教育学都 職業諸事E一極｝ 騎館長指導【ー漕量〉

小学敏〈一種｝

！尼重量翁持寄学科 幼稚直〈一種｝

特f.)lllJ支鏡E一種｝

経営教育学部 経営教育学弱 技術科t一種｝ 情報科E一種〉

JL~畢’ 期大学 幼児紋育学科
保膏士

幼絵置く二種｝

虚雪、ミ 教育学研究秘 教育学修士

J大学捜
前期博士宮阜程 各教科の専修免許

主食膏学研究緑
教育学健土

後期簿士謂曜
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ている。

一方、教員採用試験対策として3年生から

教員採用試験対策講座を開講している。プ般

教養と教職教養は全学的に、技術科ゐ草月

教養についてはTeam技術の教員が、実技や

実習、模擬授業を交えながら教員としての知

識理解を深めさせている。

次の①～③は、本コースがめざす、教育現

場で求められる教員像であり、本コースの

Team技術の教員が人物育成の指標としている。

①高い専門性：教科の内容に関する知識 ・理

解、教職に関する知識 ・理解

②確かな指導力 ：授業設計、授業技術、教

材開発、生徒指導、学級作り、 ICT活用

③強い情熱：教職に対する使命感と誇り、生

徒に対する愛情や責任感

3.‘過去5年間の免許取得者数および輩出
、状況

本ヨニースの学生募集について、下記のような

戦略を実施した結果、現在：では1年生から4

年生で100名以上の学生が技術科教員免許の

取得をめざしてわる。その概要を表2に示す。

なお、表2の「中等教科教育法 ’（技術）Jは、
3年生に設定した科目である。

－文系大学でありながら、教職課程として技

術科の免許を取れること。

・．兵庫県内では唯一、関西でも珍しい技術科

教員免許が取得で、きる私立大学で、あること。

・採用試験の合格率が高いこと、教員としての

定職率か官いこと、そのニーズカ痛いこと。

p中学校技術 ・家庭科研究大会（県や近畿

地区大会）に広告を出し技術科教員にPR

した。

・京阪神を中心に、各教育委員会から教員採

用試験一次試験免除枠を頂いていることを

PRした。’ー

神戸市：2名、大阪市： 2名、大阪府 ：3

名、堺市 ：2名、大阪府豊能地区 ：1名

京都市 ：3名、 川崎市 ：1名、以上、合

計14名分 ※平成30年度募集実績より

・京阪神地域の公立中学校で、学生ボランテ

ィアとして活動させていることをPRした。

4.まとめ

これまT近畿地区から入学生が多くを占め

ていたが、最近は全国から受験していただい

ている。 18歳人口の受験生に却え、他大学か

らの編入や社会人からの学び直し、柏教科の

教員免許を取得済みで編入してくる学生な

ど、本コースに在籍している学生は多様化し

ている。課題としては、加工系の実習授業で

定員オーバー （概ね、 10名が限度）であり、

授業の記置に苦慮しているのも事実である。

イ也方、大学院教育学研究において専修免許

を取得する学生も増加傾向にある。

表2芦屋大学における技術科教員養成の状況と卒業後の定職数など（過去5年度の実績）
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